
パーキンソン薪の社会的認識をたかめよう.V

第七回定期支部総会報告

今年の琵会会場は県が三年の歳月をかけた､三月二十五日にオープンしたはかりの茨

城県琵含福祉会蕗に於いて_来賢に県難連事務局長山田栄吉氏と_第二部の医度講演に

筑波大学付属病院広神等内科の水沢英洋助教授を招き行われた｡

◆日 時 平成4年4月12日 (日)午前10時30分-一午後3時30分
◆場 所 水戸市千波町191_8番地 茨城県譲合福祉会館4野犬研修室
◆参加者 会員47名 - 家族26名 - 委任状38･名 - 新入会見17名

尚､午後の第二部時には､マスコミの報道により一般聴講者も含め､会
場は満席に成り大盛況でした｡

議長に昨年と同じ池田俊雄氏を選出し,第1号議案から第5号議案まで承諾され 第
6号議案で全役員が再還され_役割分担のなかで県発達役員に2年間担当した植本氏に
変わり､水戸在住の大森氏にお塀する事に成りました.種本氏には､遠路b)ところ県発
達の役員会に出席下さいましてご苦労さまでした.

日 次
◇支部長挨拶
◇祝電/メッセージ
◇新会員紹介

◇絵会に参加出来なかった会員の近状

◇議事及び議案号議/会費納入老名簿
◇薪闘記事の掲載

◇事務局だより/請集後記
◇平成4年度支部役員名簿/会費納入のお掛 -
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挨 拶

茨城県支部長 i*水 昇肝

皆さんー本日は県内各地よりーここ茨城県捻合福祉会館に於いて第七回

定期支部箆会にーお集まり下さいまして有り隷う御座います.この施設はー

茨城県が_お身体の不自由を方々や社会福祉の活動の拠点として三年の歳

月かけ､3月25日に完全オーブンしました. ＼
この会耕 土私たち方㍉ 最初の使用です.ところが昨年 11月仮オーアン

として､各入居者は事業活動をはじめおります｡私たちが加盟している鼠

城県難病連の事務所もこの建物の二階に入居致しました.同時に県の委琵

事業として､発病テレホン相談を粛始し一四月からは当支部は毎週木曜日

に家内が担当でそれに当たっています.

次ぎに昨年 10･片与･目付け各所間で発表された､和歌山県立医大の駒井

則彦教授による神経細豚のJarに移植手術のその後の経過ですがー現在も-jlL

キンソン病の藁を一切服用していないそう_です.またその後7名の患者が

移植手術をうけ/5-ち6名は順調とのことです_友の会は_ーこの事につい

ては今後注意深く見守ることとして.います.

ではこれからはじまりす議案審議をお顔い鼓します.総会第二部の医療

講演には筑波大学付属病院の水沢実弾 (ひでひろ)先生の:講演を皆さんと

一括にお園きしたいと思います.

今Elの鑑会にご出席の皆さん､日頃から体調を整え勇気を出してご参加

されて_大変ご苦労様でした.

最後に一次に披露されますが全国の支部より身にあまる祝辞とはげまし

のお言葉を頂き有り難う御座いました.また､お手伝い頂いてお りますボ

ランティアの皆様に心から悪謝申し上げまして.ご挨拶と致 します.
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全血パーキンソン病友の会茨城県支部第7回正金の甫億を一心からお祝い申し上げま
す.
会員の曹母方には支部長さんを中心に班話し,農多の試兼を克服しながら患者の隆康
回復と福祉の充実､さらに茨城斬遠清動の上にもご尽力されているそのご苦労に対し
衷心より敬芸を表する次第であります.
医学の進歩と甫社の向上力叫ばれていますが､我々蓬薪者にとってまだ逆は厳しいも
のがあります.
この種をときに､これまでの貴重な体散をもとに新たな発展を望んで会員の曹凄カL一
堂に会されることは一読に意義深いものがあると存じます.
本日の定期監会を実損に､さらにお互いの友情と伝帯を深められー希望の道が珂きま
すことを念顧して止みません.
全国パーキンソン溝友の会茨城収支藩のますますのご発展と菅様方のご廷伊を祈念い
たしましてーお祝いの言葉といたします.

平成4年4月12日
全国バ-キンソン泉友の会茨城廉支部
第七回定紋支蕃篭会 御中

茨城県建相練達籍協議会
会長 虜東武信

*全宙叫ンブン病友の会々長酉島横様 *全国叫ン')痛友の会長野県支春枝
* )l ]臓蔓支部穣 * J/ 兵庫県支春枝
* JI _栃木県支部枕.*
* JI 東京革三壁支蕃捷 手
書東京苗パーキンソン病友の会々長 茂 *
*全国パーキンソン示友の会千乗県支部種 *
* JJ 神奈川県支蕗捷 *
* 岐阜県支各種 *
*熊本県パーキンソン清友の会々長 凍 *
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JI 大阪府支専横
JJ 言噂県支蕃捷
JJ 鹿児島県支泰棟
JJ 某首府支蕃凍
JJ 愛媛県支藩捷
JI 山口県支蕃横
JJ 阿山県支部穫
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* 足が覇くて出歩けませんので､欠席いたします.筑波大に於いてお世話になった先

生なので是非出席してお目ににかかりたいのですが出席出来なくて蔑念です.よろし

く'お伝え下さい｡-I-I-一一一一一--'--一一一-----一一一1---------一一一-IY.K

*足腰不自由のため欠席致します. I--I--I--I----------1------M,Y
*私は昨年入会しましたがー色々の情報ありがとう軸塵います.世間には私たちと同
じ病気の方おりー情報を見て力づけさせて貰いました.今後とも宜しくお願い致しま

す.薫しみに待っております.･--一一一-----一一1--------一一--I-日-T.K

*役員の方にはいつもお世話になります.本人はただ今入院中です. 一一一一一H,N
*いつもお世話になりましてーありがとうございます｡---一一一--一一一一S,M
*花克わ苛になりました｡何時もお世話になって居ります､出席しか 1のですがー歩
行国舞のため失礼欲します. -----I-------I---日一一一一一一一HHlK,K

*身休の君子が思うようでないのです､よろしくお顎い致します.I---IK,I
*何時も何時もお世話になっております､今後共よろしくお掛 1申し上げますK,N
*撫 沙汰<て居ります､午後より体調が思わしくか 1ので､及念ながら欠席致しま
す､返信おくれてすみませんでした.嘗様によろしく,-----一一-一一一T,K

･* 大変お世話横になって居ります一心から厚くお札申し上げます.･一一一一一一K,S

*現在も長波大学付属病院に入院中ですがー多くの骨様方にお見舞ーまたお力つけ下
さいまして､謀にありがとう御座います.1---‥一一----一一------ K,N
* 10月18日突然脳硬茎のため入院致しましたー-一一-----------S,0

*毎回お手数をおかけいたします_ありがとう御座います｡･--1一一一一一一IS,T
･-*引き凄さお仕事が大変と存じ患諸の気持です.需社会虎への移転おめでとうござい
ます｡私宅からは割合近い所です.家内の自宅での動きが一段と悪くなったように思

います.水沢先生のご講演内容の中心は何かあるのか､今から菜しみです 一一qL,K

*何時もお世話になうております_どうしても者合が付かず欠席鼓します｡体の諸子
も背中から康にかけて痛く_良くありません､色々お府きしたいことがあるのに戎念

です.･1-I----------日-=---MH1---一一一--一一---一一S,S･

*日頃大変お世話ヒ成っておりますーお蔭軌こて栃木自治医大の新案を服用するよう
になってから弄るえもほとんどなくなり大分菜になりました｡只腰痛がひどく日夜を

やまされております･ 一一- 一一1--- - ------ - - 一一一一一:一一一H･H
*大変お世話になって居ります｡二月に交通事故にあい入院中です｡一一一一一Y.H
*何時もお世話になります｡感謝しております｡I-I-------日一一一-一一IK,M
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-(劫 謀議嚢憲議
(1)平成三年度滴数報告 :清動日誌 承認

(2)平鹿三年度収入支出決箕報告 ･平成三年度特別会計報告 承認
(3)会計監査報告 承認

(4)平成四年度収入支出予箕 (秦) 承諾
(5)平成四年度活動方針 (莱) 承認

(6)平成四年度支部役員選出 (別表あ通り決定)

会費納入者 ′
(平成4年度 平成4年4月20日現在 敬券略】

(水戸市) (日立市) (北茨城市) (茨城町)

飛 田 しっゑ 君 島 照 子

同 根 い h 益 子 嬢 次

宮 部 和 子 吉 成 静 枝

三 浦 ツ ネ 中 村 キク江

木 村 富 美 庄 司 きしの

大 森 信 技 永 井 絹 子

本 多 ふ く 長 山 きくゑ

鈴 木 千 鶴 ′(勝EEl市)

紺 野 書津江 宮 城 周 智

青 葉 秀太郎 金 沢 う め

根 本 よ し 佃 田 夫

鈴 木 実 技 渡 辺 徳 治

中 山 蕃 伊 藤 キ ミ

小 泉 貞 子 伊 葉 菜 夫

溝 田 幸 司 1下 不二夫

鈴 木 戸水子 西 野 時 子

唱志田 あい子 (つくば市)

(笠同市) .久住啓 努

西 野 源四郎 水 越 志な子

掃 引 玉 子 (烏城市)

(牛久市) 吉 田 政 治

池 田 弥 生 (麻生町)

永 作 け ん

川 又 うめの , 横 倉 力 男
村 田 兼 明 初 田 すみ子

(竜ヶ埼市) (大宮町)

権 本 章 久 小 池 正

淋老庶 恵 三 (那珂町)

木 村 寅 吉 小佐田 はつい

(取手市) 前 沢 百合子

秋 谷 は る 塙 1 政 子

甫 ス イ (東村)･

(石河市) 高 柳 せ き

清 水 昇 勝 (東海村)

藤 崎 庄一次 照 宙 和 子

(八千代町) (小川町)

阿 永 キ ヨ 鹿 島 寿 子

(大洗町) (大子町)

落 合 俊 一 笠 井 ふちえ

(伊奈町) (大野村)

木 田 ヒロ子 内 田 -
(八細町) (谷和庶村)

小 沢 和 一 鈴 木 操

(茎崎町) (那珂湊市)

木 村 安 久 保 使 節
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ほ日に杜病講演会パーキンソン病友の会県支缶
全国パーキンソン病友の会舛支部はrパーキンソン屑-過去･現撃てして未来｣と指しLJ訴璽Hを十二日午後-時かtSr水戸奉十也町の県抱合甫祉会革で開

催する｡.

パーキンソン何は全身の府内が確信し'肋かすこと

がで惹くな轟tS｡

今回は筑波大学付属病院脳神技内科の水沢発揮匠脈が誹顔弓大棚紙料｡問い4]わせ活支河良'清水さん(-99･2二･15

80)へ｡

一平成4年4月15日付茨城新市-
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